






 

Ⅰ.肺動脈狭窄症の遠隔予後 

 昭和40年より47年に行われた肺動脈狭窄症(PS)手術は73例で,この内,1例

(三尖弁閉鎖不全合併)が病院死亡したほか遠隔死亡はなかった。今回調査出来

たものは 40 例であった。手術時年令は 5才以下 4例,6～10 才 19 例,11～15 才

10 例,16～20 才 3 例,21～30 才 2 例,31～40 才 2 例,47 才 1 例であった。術前診

断は表 1 の如くで今回は small VSD(小 VSD)の合併も算入した。弁性 PS には

Noonan症候群の1合併があったC血行動態は表2に示すように右室肺動脈収縮

期圧差は大多数が 100mmHg 以下であった。 

 アンケート集計は表 3の如くで大多数は満足すべき結果をえている。これに

つき直接診察をしたものを加え,若干の知見を加える。 


